
訪日外国人消費動向調査(※)を地域の詳細なデータが得られるよう拡充し、外国人旅
行者の都道府県別の入込客数・消費額を把握する

(※)訪日外国人消費動向調査

：出国前の訪日外国人に対するアンケート（全国18空海港において、四半期毎に9,710人にヒアリングを実施）
：訪日外国人の日本全国での旅行消費額の把握

調査方法
目的

訪日外国人消費動向調査の拡充（追加調査の実施）

→既存の調査対象空海港でサンプル確保のための追加調査を実施するとともに、調査対象空海港を拡大して
調査を実施。

サンプル数が不足する都道府県を対象とした追加調査の実施

各都道府県における費目別の消費額についての調査を実施
→既存の空海港での調査において、各都道府県における費目別消費額に係る質問項目を追加する。

○費目別消費額が都道府県別に調査されていない。
○訪問した都道府県について調査した結果、サンプル数が
少ない都道府県が存在している。
(H27.4-6期では22県が100サンプル未満 (右表))

100サンプル未満の都道府県(H27.4-6期)地域別集計にあたっての課題

追加調査で得られた結果により、都道府県別の観光入込客数・観光消費額を算出

佐賀県 50
新潟県 53
岡山県 60
香川県 64
茨城県 69
宮城県 80
鹿児島県 88

鳥取県 7
高知県 9
島根県 10
福井県 14
岩手県 17
山形県 17
秋田県 18
徳島県 21

宮崎県 21
青森県 24
愛媛県 31
福島県 32
三重県 43
滋賀県 49
群馬県 50

インバウンド観光の効果を地方の隅々までいきわたらせるため、外国人旅行者を地方に呼び込む施策を実施していくにあたり、
施策の検討・評価・改善のため、各地域の外国人旅行者の動向を把握することが必要。
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調査の目的
訪日外国人旅行者の消費動向を都道府県別で明らかにし、訪日外国人旅行者を地方
に誘致するための施策の企画立案、評価等のための基礎資料を得ることを目的とする

調査の対象
日本から出国する訪日外国人
（日本に入国しないトランジット（通過）客、乗員、１年以上の滞在者、永住者等を除く）

国際線（定期便）のある空港全２８箇所および主な海港１０箇所

【空港】新千歳、函館、旭川、青森、仙台、〔秋田※〕、茨城、羽田、成田、新潟、富山、小松、富士山静岡、中部、
関西、米子、岡山、広島、高松、松山、福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、那覇
【海港（定期）】大阪港、境港、関門港（下関）、博多港、比田勝港
【海港（クルーズ）】 〔横浜港※〕 、 〔神戸港※〕 、博多港、長崎港、鹿児島港、那覇港
※秋田空港、横浜港、神戸港は当該調査時期に調査対象空路（航路）がなかったため調査実施せず。

調査地点

調査手法
外国語および日本語を話せる調査員による、調査票を用いた聞き取り調査
（全国調査と同様、紙の調査票とタブレット端末の併用を想定）

目標サンプルサイズ
20,800票（原則として各港100サンプルを均等割当、成田・羽田・関西は別途設定）
※博多港は定期航路100サンプル、クルーズ100サンプルで合計200サンプル
※国籍・地域は各港の前年の外国人出国者数に比例割当

主な調査事項
国籍・地域、入国日、日本訪問の主な目的、旅行手配方法、団体ツアーまたは個人旅行向けパッ
ケージ商品の１人当たり料金、訪問地、日本滞在中の訪問地毎の泊数、宿泊施設、費目別支出金額

調査時期 平成２８年（２０１６年）１０-１２月期

有効回収サンプル 22,585票（うち定期空路および航路21,971票、クルーズ614票）



●旅行消費単価（１人当たり旅行中支出の平均値）
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訪日外国人消費動向地域調査（平成28年予備調査）概要

*1 都道府県間移動に係る交通費（飛行機、新幹線など）は含まれない。
*2 パッケージツアー参加費に含まれる日本国内支出や日本の航空会社及び船舶会社に支払われる国際旅客運賃を含まない。

上位5地域

下位5地域

凡例：
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調査結果（都道府県別）
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訪日外国人消費動向地域調査（平成28年予備調査）結果報告

回答者の主な訪問地ルート

● クルーズ客の都道府県別訪問率

国外と日本間の移動
（国外寄港地は不明）

日本国内移動

●旅行消費単価（１人当たり旅行中支出の平均値）

調査結果（クルーズ：都道府県別）
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*1 都道府県間移動に係る交通費（飛行機、新幹線など）は含まれない。
*2 パッケージツアー参加費に含まれる日本国内支出や日本の航空会社
及び船舶会社に支払われる国際旅客運賃を含まない。

（単位）％

調査（出国）港

博多港 長崎港 鹿児島港 那覇港

福岡県 100.0 0.0 41.5 0.0

長崎県 0.0 100.0 58.5 0.0

鹿児島県 0.0 0.0 100.0 0.0

沖縄県 0.0 0.0 0.0 100.0

訪問地

鹿児島港

那覇港

長崎港

博多港


